
 

別紙２ 

「空港の安全にかかわる情報（平成 30 年度）」（要約版） 

 

１．安全に係る情報の発生状況 

平成 30 年度において、空港管理者から報告のあった、空港の設置者が管理する施設又は運用に

起因する又は起因して発生した航空機事故・重大インシデント及び安全上の支障を及ぼす事態の安全

情報は以下のとおり。 

 

1-1 空港の設置者が管理する施設又は運用に起因する又は起因して発生した航空機事故・重大イン 

シデント 

 

   該当なし（０件） 

 

1-2 安全上の支障を及ぼす事態 

 

 

 

1-3 安全上の支障を及ぼす事態内訳 

（１）制限区域内において、地上での作業又は地上の施設若しくは物件に起因する人の死傷、又は航空機

が損傷した事態 

 

 

（２）施設、設備、機器等の突発的な不具合や損傷により航空機の正常な運航に安全上の支障を及ぼ 

す事態 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

8 9 10 18 11 10 4 10 3 6 12 13 114
制限区域内事故 5 3 2 5 3 1 2 10 3 4 6 5 49
施設・設備の破損 1 5 6 6 5 6 2 0 0 2 3 3 39
無許可・誤進入 2 1 2 7 3 3 0 0 0 0 3 5 26
空港道路の管理不備 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成30年度

安全上の支障を及ぼす事態

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

5 3 2 5 3 1 2 10 3 4 6 5 49
作業員の死傷 1 1 0 1 1 0 0 5 3 4 3 2 21
旅客の死傷 2 0 1 1 1 0 1 3 0 0 1 0 10
航空機の損傷 2 2 1 3 1 1 1 2 0 0 2 3 18

平成30年度

制限区域内事故



 

（３）誤った操作、運用により航空機の正常な運航に安全上の支障を及ぼす事態

 

 

（４）構内道路の管理不備 

    

   該当なし（0 件） 

 

 

２．安全にかかわる情報の評価・分析と今後の対策 

 

  第６回空港安全情報分析委員会において、平成30年度の空港安全情報について審議した結

果、それぞれの事案について関係者により再発防止等必要な対応がとられており、引き続き適切

にフォローアップを行っていくことが重要であると確認されました。 

また、航空便数の増加や激甚化する気象など、運用管理の前提も変わってきており、それに伴

い業務量など空港管理者、事業者が置かれている状況も変わっており、こうした空港運用の前提

等の変化に対する空港の安全確保に係る対策について、安全当局、空港管理者が連携し、安全

情報の分析及び対策を検討していくことが必要であるとご意見を頂いています。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

1 5 6 6 5 6 2 0 0 2 3 3 39
舗装破損 1 1 2 6 4 5 1 0 0 0 0 1 21
消火能力の低下 0 3 3 0 0 1 1 0 0 2 2 1 13
その他 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 5

平成30年度

施設・設備の破損

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2 1 1 6 3 3 0 0 0 0 2 5 23
無許可進入 2 1 1 5 3 1 0 0 0 0 2 3 18
誤進入 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 2 5

無許可・誤進入

平成30年度


